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●はじめに　
途上国で出版された貴重な資料
は、
イ
ギ
リ
ス
開
発
学
図
書
館（
以
下、ＢＬＤＳ）の蔵書の重要な柱で
あ
り、
開
発
学
研
究
所（
In
stitute 
of D
evelopm
en
t S
tu
d
ies　
以
下、ＩＤＳ）が一九六六年に当館を創設して以来の特色ともなっている。ＢＬＤＳのスタッフは、この開発途上国に関する文献の資料的
価
値
を
昔
か
ら
よ
く
理
解
し
て
い
る。しかし、当館に馴染み ない人の目にはほとんど触れられないままであることにも気がついていた。
ど
の
資
料
も
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
の
来
館
者、あるいはドキュメント・デリバリー・サービスの利用者 か全文を手にすること できない。特に、一九八七年以前に受入られた資料のほとんどはオンライン上データ登録がなく、カード目録しか確認できない状態だった。
　
Ｉ
Ｄ
Ｓ
で
他
の
K
n
ow
ledge 
S
ervice プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
る
傍
ら、私たちはしばしば考えた。特定の開発途上国に関する事実に因り、その事実に焦点を合わせた研究は、根拠に基づいた開発政策の決
定
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の
か。そこで 世界中の誰もが利用できる大規模な開発途上国 関する研究知識の構築方法を模索し始めた。ＢＬＤＳとしては、この研究知識の内容を先進国と開発途上国の双方の利用者に公開することを目指した。特に、開発途上国を拠
点
と
す
る
研
究
者
が
資
料
を
提
供
し、それをまた別の開発途上国研究者がリソースと て自由 閲覧できるようにしたいと考え　
ＢＬＤＳのこの計画は、イギリ
ス国際開発省（以下、ＤｆＩＤ）が
出
資
す
る
M
obilisin
g 「
K
n
ow
l-
edge for D
evelopm
en
t II 2
0
1
0
-
2
0
1
3
」
の
一
環
と
し
て
実
行
に
移
す
ことができた。これは研究知識が「貧
困
の
削
減
に
さ
ら
な
る
貢
献
を
も
たらす」ことを目標に掲げたプログラムである。開発途上国研究に関する資料の全文オープンアクセス・リポジトリであるＢＬＤＳ電子図書館の開設は、このプログラム
で
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
た
。
●計画　
ＢＬＤＳの目的は、開発途上国
に関する所蔵コレクションをデジタル化し、それを独自のリポジトリとして公開することだけではない。発行機関によ アクセスポイント、例えば、独自のウェブサイトや機関リポジトリ、その他関連する主題・地域のリポジトリなどからも閲覧できるようにすることも含まれ 。認知度を高めるという目標で重要だったのは、デジタ
ル
化
の
過
程
で
用
い
ら
れ
る
Ｏ
Ｃ
Ｒ
（
光
学
文
字
認
識
）
技
術
の
存
在
だ。
こ
れ
が
あ
れ
ば、
あ
ら
ゆ
る
所
蔵
ド
キュメントも全文検索が可能になり、ホスティングサイト経由でのドキュメント検索に頼らずに、検索エンジンを介して簡単にドキュメントに行き着く とができる。　
私たちは、リポジトリの全ての
ドキュ 対して、クリエイテ
ィ
ブ・
コ
モ
ン
ズ・
ラ
イ
セ
ン
ス
（
表
示
―
非
営
利
―
改
変
禁
止
）
を
利
用することにした。このライセンスでは、用途により制約はあるものの、自由な複製が可能になる。　
ＢＬＤＳが所蔵する開発途上国
関
連
の
資
料
は、
五
〇
万
冊
に
の
ぼ
る。そのため、対象を一部のコレク
シ
ョ
ン
に
絞
り
込
む
必
要
が
あ
っ
た。そこで政府機関や商業出版社を除き、独立した開発途上国の研究機関が発行したシリーズ出版物に着目した。ＢＬＤＳのなかでもこの分野は、独創的で重要な研究として位置づけられていた またそのような研 を行っている大学の学部や施設、小規模の研究所等は、
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い。さらに、この類 レポートや調査報告書 形式の灰色文献は、探し出す とが非常に
【
学
術
情
報
の
発
信
】
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
電
子
図
書
館
の
設
立
―
開
発
途
上
国
研
究
に
関
す
る
オ
ー
プ
ン
・
リ
ポ
ジ
ト
リ
―
─特 集─
新しい
研究図書館を描く
海外の実践にみる知の集積・発信のいま
ヘ
レ
ン
・
レ
ー
イ
ン
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難しい。比較的古い開発途上国の資料に至っては、オンラインではなかなか閲覧できず、先進国の文献検索サービスでも滅多に収録され
て
お
ら
ず、
発
見
し
づ
ら
い
の
だ
（
開
発
途
上
国
の
研
究
機
関
に
は、
文
献検索システムは費用がかかりすぎ
て
導
入
不
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い）
。
　
リポジトリの対象を開発途上国
の研究機関が発行したシリーズ出版
物
に
絞
る
と
い
う
判
断
は
現
実
的
だった。この種の資料は、館内で出
版
国
ご
と
に
配
架
さ
れ
た
コ
レ
ク
ションで直接手に取ることができた。そのため、私たちは地域別に取り組み、一度に一〜二冊という単位ではなく、シリーズ一式 著作権所有者を特定することができたからである。　
このプロジェクトの目的に沿っ
て、ＢＬＤＳはオープンソースのソフトウェア・プラットフォームを使っ リポジトリを提供すること
を
決
め、
D
S
pace を
選
ん
だ。
開
発途上国で最も広く使われているからである。　
実際のスキャンやデジタル化の
作業について、当初は委託することも考えていた。この作業は全工程のほんの一部に過ぎないが、ア
シスタントを雇わなければならない。それならば、作業全体を一連のプロセ として内部で行う方が効率的であると考えた。●プロセス　
リ
ポ
ジ
ト
リ・
サ
ポ
ー
ト・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
R
epositories S
up-
p
o
rt P
ro
ject ：
h
ttp
://w
w
w
.rsp
.
ac.uk/ ）の初期技術支援でＢＬＤ
Ｓの要望に合わせた専用プラットフォームが立ち上がると同時に、私達はＩＤＳの機関リポジトリの構築に乗り出した。このように、資金プログラム 一部だった事業を十分にいかして、活動を広げていったのだ。　
リポジトリを構築する第一段階
として、プロジェクトのアシスタントが指定したコレクションのドキュメントが収録にふさわしいかどうかを、目録検索と書架上での確
認
作
業
に
よ
っ
て
詳
し
く
調
査
し
た。
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
加
え
る
資
料
群
は、以下を含むいくつかの基準従って選別した。　
●
 英語による出版物であること
　
●
 出版タイトル数がそれ相当であるもの
　
●
 オンラインではすでに閲覧で
きなくなっている出版物であること
　
●
 著作権所有者を特定できるもの
　
著
作
権
の
所
有
者
が
特
定
で
き
る
と、プロジェクトの責任者がその所有者に連絡を取ってプロジェクト概要を説明し、その後追加情報を伝える際の担当者につい 詳細を確認した。図書館を持つ研究機関
に
は、
ま
ず
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
に
メールで趣旨を伝える だが 大抵の場合、最初のメールはその機関の代表アドレスに送ることになる。担当者に連絡が取れたらプロジェクトについて詳しく説明し、ドキュメントをデジタ 化してリポジトリに加える許可を求める。私たちは著作権を所有する機関に対し、このプロジェク は相手機関にとっても有益であることを明確に説明 た。出版物 対す 認知度が高まり、開発研究のグローバルな促進という より大きな目標にも繋がるからである　
一
旦
許
可
が
得
ら
れ
る
と、
プ
ロ
ジェクトのアシスタントがドキュメ
ン
ト
を
ス
キ
ャ
ン
し、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
よってデジタル化し、適切なメタデータを加えてリポジトリに登録
する。これには、私たちが作成した見出し一覧から採られた幅広い主題タグが含ま る。さらに、どこにも所蔵がなく、書誌データもないドキュメントのデータを作成する必要があるため、追加的 相当数の目録の遡及入力作業が発生する。というのも、このＢＬＤＳ電子図書館に登 された資料の大部分は、オンライン目録以前に遡るからだ。追加されたドキュメント・データ リポジトリ 責任者によ チェック作業を経て公開される。●実施　
リポジトリ登録への許可を得る
までには時間がかかり、常に成果が出るというものではなかった。う
ま
く
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り、たとえ接触できたとしても、回答は必ずしも前向きな ばりではない。私たちは五一機関に連絡を取ったが、定期的に催促しても返信がまったくなかった機関が二六カ所、つま 半数以上にのぼった。　
私たちは当初、できるだけ司書
に
対
し
て
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
こ
と
が、一番効率的なルートなのではないかと考えた。情報へのアクセ
【学術情報の発信】
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スを公開するという私たちの考えに共感してくれそうで、リポジトリという概念に馴染みがあるだろうと考えたからである。しかし、許可するかど かの最終判断をするのは、今回のよ な事例でもライブラリアンではないことが確認できた。　
謝
絶
の
返
信
も
五
機
関
か
ら
あ
っ
た。その理由の主なものは、出版物
を
販
売
し
て
い
る
の
で
こ
の
プ
ロ
ジェクトが商業活動に影響を及ぼす可能性がある、あるいは、独自にデジタル化を行っている、もしくはその予定があるからというものであった。しかし、後者の理由な
ら
ば
必
ず
し
も
諦
め
る
必
要
は
な
い。自分たちの出版物をより大きなコレクションに収録させたいと考
え
て
い
る
研
究
機
関
も
あ
る
か
ら
だ。なかには、利用許諾条件の侵害がないことを保証できなければ許可はしないという機関も一カ所あった。明らかにそこまでの保証は出来ない。　
それでも、最初に連絡が取れた
研究機関のひとつにナイロビ大学の開発研究所が含まれていたのは非常に幸運だった。私 ち 所蔵する大量の 論文に対して、ち早くデジタル化を許可してく
た。これはリポジトリの開始にあたって大きな動機づけとなった。　
現在は申し入れをした一四機関
と提携しており、さらにリポジトリ公開後に参加を希望してきた一機関とも合意 いる。この研究機関の登場には思いがけず士気が高まった。これまでのところらに六 から前向きの回答 得ているが、その後の交渉 継続中もしくは停滞中である。●内容と利用状況　
ＢＬＤＳ電子図書館は二〇一一
年に始まり、二〇一三年一一月時点で二二二〇件のドキュメントを収録している。これらはエチオピアやガーナ、インド ケニア、パキスタン、南アフリカ タンザニア、ウガンダ、ザンビア、ジンバブエなどにある一五の研究機関から提供された。毎月約二万件ものドキュメントがダウ ロ ドされ、その六割以上が開発途上国からのアクセスである。このリポジトリに登録されている資料 対象とする地域と 地域からのアクセス数とが相関関係にあ ことは
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う。
ト
ラ
フィッ は検索エンジンからが七五％を占め、ユーザーは、ＢＬＤ
Ｓ電子図書館に直接（あるいは別のウェブサイトから）アクセスするのではなく、インターネット検索
で
上
位
に
表
示
さ
れ
た
情
報
か
ら
個々の論文に行き着いている。●
結論、そして次のステップへ
　
前述の七五％という数値は、研
究の認知度を高めるというＢＬＤＳの当初の目標が達成されつつある
こ
と
を
示
し
て
い
る。
ユ
ー
ザ
ー
は、どこを検索すればいいか特に意識せずに到達していることが推測される。さらに、こ 「検索の可能性」は、利用が好循環をもたらすことを 味す 。つまり、論文へのアクセスが増えれば増えるほ
ど、
G
oogle S
cholar の
検
索
結
果で上位にランキングされるが、逆の現象も起こりうるのだ。　
ＢＬＤＳ電子図書館の構築のプ
ロセスで、私たちは多くのことを学んだ。最も重要なことは、構築に要する時間や労力を甘く見積もらないこと、そして 共同作業のデジタル・コレクションの構築にはパートナーシップの確立が不可欠
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
パ
ー
ト
ナーシップが確立されたことで、「ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開する」という単純な提携の枠を
時として超え、オープンアクセスへの支援という形で発展途上国の組織と協力するという新たな経験をした。さらに、図書館用のＦＯＳ
Ｓ（
フ
リ
ー
＆
オ
ー
プ
ン・
ソ
ー
ス・ソフトウェア）の存在を知ることができた。　
ＤｆＩＤ
出
資の
プ
ログ
ラ
ム
のひ
と
つ
、「
G
lobal O
pen K
now
ledge 
H
ub 」プ
ロジ
ェ
ク
トの
第
二段
階
と
して
、
ＢＬＤＳは
研
修
や
設
備
面で
研
究
機
関に支
援
を
続けて
い
る
。開
発
途
上国
の研
究
資
料
を
できる限り
多
く
公
開
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
一
方
、
視
点
を
現
在の蔵
書から
移
し
、
開
発
途
上国
の機
関が自
発
的
に委ね
てく
る
コ
ン
テン
ツ
を
取
り
込
む
作
業
を
優
先
的
に
進
め
て
い
る
。
追記：ＢＬＤＳのレイチェル・プレ
イ
フ
ォ
ー
ス（
R
achel P
lay-
forth ）
氏
と
ネ
イ
ソ
ン・
ビ
ン
ベ
（
N
ason
 B
im
be ）氏に感謝する。
（
H
elen
 R
eh
in
／
B
ritish
 L
ibrary 
for D
evelopm
en
t S
tudies ）
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